
　

近
年
、
豪
雨
や
地
震
に
よ
っ
て
山
の
斜
面
が

崩
れ
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
山
の
斜
面
が
崩
れ
た
原

因
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
雨

や
地
震
が
発
生
し
た
際
に
ど
こ
が
崩
れ
や
す

く
な
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
最
近
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（Global 

Navigation Satellite System
 

：
全
球
測
位
衛
星
シ
ス

テ
ム
）
に
よ
る
正
確
な
位
置
情
報
の
把
握
が
可
能

と
な
り
、
ま
た
、
計
測
機
器
の
精
度
が
向
上
し
た

こ
と
か
ら
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
＊
が
大

き
く
発
展
・
普
及
し
ま
し
た
。
災
害
調
査
で
も

こ
の
技
術
が
利
用
さ
れ
、
災
害
箇
所
の
迅
速
な

把
握
、
調
査
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
今
後
の
危
険

な
斜
面
の
推
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
利
用
が
期
待
さ
れ
つ
つ
あ
る
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
し
て
、
航
空
レ
ー
ザ
ー

測
量
❶
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
（Unm

anned aerial vehicle

：

無
人
航
空
機
、
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
撮
影
お
よ
び
撮

影
画
像
の
Ｓ
ｆ
Ｍ
解
析
（Structure form

 M
otion

解
析
：
複
数
の
写
真
画
像
か
ら
対
象
の
３
次
元
形
状
を

復
元
す
る
技
術
）
❷
、
衛
星
デ
ー
タ
の
解
析
技
術

等
が
あ
り
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

は
日
々
進
化
し
て
お
り
、
使
い
方
次
第
で
い
ろ

い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
技
術
で
す
。
様
々
な
分

野
で
こ
れ
ら
の
技
術
の
利
用
が
検
討
、
実
用
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

も
、気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
で
、す
で
に
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
利
用
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。２

０
１
９
年
３
月
16
日
開
催
講
座
よ
り

災害調査に使われる最新技術

村上 亘　Murakamri Wataru

森林防災研究領域

▼YouTube「森林総研チャンネル」

https://www.youtube.com/c/FFPRIchannel/

「未知なる道の世界
－森の中につくられた様々な道」
鈴木 秀典 （林業工学研究領域） 

林道をはじめとして様々な道路が森
の中につくられています。これらの
道が果たす役割や、自然に優しい道
づくり、道にまつわる最新技術など
を紹介しています。

動 画 公 開

＊離れたところから対象物に接触することなく、計測する技術のこと。

「気候変動でスギの成長は
増える？　減る？」

齊藤　哲 （関西支所） 

気候変動は樹木の成長にも大きく影
響します。気候変動が進んだときス
ギの成長がどうなるかをシミュレー
ションで予測してみました。どうなっ
たでしょうか？

「針葉樹が明かす
光合成の進化」

宮澤 真一 （樹木分子遺伝研究領域）

植物の葉には光のエネルギーを利用
し、CO2を糖に変える“光合成”という
仕組みがあります。針葉樹の研究か
ら見えてきた光合成の進化に関する
話題です。

「森で健康になるってホント!?
～森活で元気で健康に～」

高山 範理 （企画部上席研究員） 

森林を利用するアクティビティの総
称＝「森活」には色々ありますが、今
回は特に森林浴に視点を当て、森林
空間が私たちの心身の健康と幸福感
に対して良い影響を与えることにつ
いて解説をしたいと思います。一方、
実はあまり自然に滞在しすぎても・・・
という報告も！？
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O P E N  S E M I N A R

森 林 講 座 の お 知 ら せ

❶航空レーザー測量は、上空からレーザーを照

射し地物に反射して戻ってくるまでの時間差で

距離を計測し、地表高などを算出する測量技術。

計測された無数の点の位置情報を解析すること

で、樹冠の分布状況、樹木位置、木の高さや詳

細な地表面の形状を知ることができる。

❷UAV（ドローン）は、災害直後など人間が入るこ

とができない現地の被災状況を迅速かつ詳細に

伝えることができる（上）。UAV等で撮影された

写真画像はSfM解析により対象の3次元形状を

復元し、3D画像等を作成することができる（下）。

令和３年度に公開した森林講座の動画をご紹介します。


